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１．審査会合指摘事項に対する回答 1

【指摘事項（2023年3⽉30⽇ 第1130回審査会合）】
寿都特別地域気象観測所の移転前の記録については、地形的な要因により局地的な強⾵の
影響を受けやすい場所に設置されていた時の記録であることから、設計基準の設定に当たっては、
現在の観測所での記録を採⽤するとしている。そのため、移転前の記録を除くことの妥当性につい
て説明すること。妥当性の説明に当たっては、近隣の観測所での観測記録と泊発電所での観測
記録との⾵向等の類似性も考慮して説明すること。
【回答】
 移転前の寿都特別地域気象観測所は地形的要因による局地的強⾵（寿都だし）の影響を受けやすい沿岸部

に位置していたこともあり，移転前の寿都特別地域気象観測所における最⼤⾵速（49.8m/s）と移転後の最
⼤⾵速（20.3m/s）を⽐較すると，移転前の最⼤⾵速は突出して⼤きい。

 ⼀⽅，移転前の寿都特別地域気象観測所における⾵向と泊発電所の⾵向を⽐較すると，類似の傾向は⾒られ
ない。
 寿都特別地域気象観測所は南南東の強⾵が多いのに対して，泊発電所は⻄寄りの⾵がほとんどである。

 以上のことから，泊発電所における設計基準⾵速の設定に当たって，移転前の寿都特別地域気象観測所の記
録は参照に適さず，これを除くことは妥当と判断した。

順位 1 2 3
寿都（移転前） ⾵向・⾵速 49.8（南南東） 42.0（南南東） 40.5（北）
寿都（移転後） ⾵向・⾵速 20.3（北） 20.2（南南東） 19.4（北）
泊発電所（C点） ⾵向・⾵速 31.7（⻄） 29.9（⻄） 29.5（⻄北⻄）



２．設計基準⾵速の設定（1/2） 2

【回答（つづき）】
 泊発電所の設計基準⾵速の設定に当たって，泊発電所，寿都及び⼩樽特別地域気象観測所の記録に加え，

発電所近隣（共和，神恵内，余市，美国）のアメダスの観測記録を確認したところ，移転前後を問わず寿都
の⾵向，強⾵の時期の特異性を確認した。
 泊発電所は冬季を中⼼に⻄（⻄北⻄）からの強⾵が吹く特性を持っており，共和，神恵内は同様の特性
を持っている。⼩樽，余市，美国は若⼲⽅向が違うものの，同じく⻄寄りの強⾵が多い。

 移転後の寿都特別地域気象観測所は移転前と⽐べ強⾵の影響を受けやすい場所ではなくなったものの，⾵
向の⽐較においては，依然として，泊発電所をはじめとした岩宇地区とは類似の傾向はみられない。

 寿都と寿都以外の観測所及び泊発電所では⾵向及び強⾵の時期の傾向は異なり，泊発電所における設計基
準⾵速の設定に当たっては，移転前後を問わず，寿都特別地域気象観測所の記録は参照に適さないとの判断
に⾄った。

⼩樽
（⼀部類似性あり）

泊発電所(C点) 共和
（類似性あり）

寿都
（類似性なし）



２．設計基準⾵速の設定（2/2） 3

【回答（つづき）】
 このため，泊発電所近隣にある⻑期間でのデータを有している気象官署のうち，⾵向と強⾵の吹く時期について泊

発電所と類似の特性がある⼩樽特別地域気象観測所のデータを参照し，設計基準⾵速を設定することとした。
 ⼩樽特別地域気象観測所の既往最⼤⾵速は27.9m/sである。（第1130回審査会合と変更なし）
 ⼀⽅，建築基準法の基準⾵速は36m/sであり，こちらの⽅が⼤きい。

 以上の検討から，建築基準法の基準⾵速である36m/sを設計基準⾵速とすることとした。（既許可と同じ）
 なお，既許可申請当時と異なり，発電所及び発電所近隣のアメダスの⾵速記録も30年以上蓄積されており，ま
た気象官署と同等の信頼性※を有すると考えられることから，これらの観測記録も同様に確認した。
 発電所及び発電所近隣のアメダスの記録での既往最⼤⾵速は泊発電所（C点）の31.7m/sであり，建築
基準法の基準⾵速36m/sよりも⼩さい。

※気象の平年値が30年平均で求められることから考えても⼗分な記録量であるとともに，泊発電所の⾵向⾵速
計については法令に基づいて５年ごとに検定を⾏っている。

順位 1 2 3

⼩樽
⾵向・⾵速 27.9（南⻄） 24.8（南⻄） 24.2（⻄南⻄）
年⽉⽇ 1954年9⽉27⽇ 1952年5⽉14⽇ 1944年12⽉7⽇

泊発電所（C点）
⾵向・⾵速 31.7（⻄） 29.9（⻄） 29.5（⻄北⻄）
年⽉⽇ 2012年12⽉6⽇ 2017年12⽉25⽇ 2015年3⽉1⽇



3．参考資料（参照した地域の位置関係） 4

マーク 地点の種類 観測要素

特別地域気
象観測所

降⽔量，⾵，気温，⽇照
時間，積雪，気圧，湿度，
天気など

アメダス 降⽔量，⾵，気温，⽇照
時間，積雪

アメダス 降⽔量，⾵，気温，⽇照
時間

町を表したもの

図１ 参照を検討した泊発電所近隣の気象観測所と寿都の局地的特性
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⼭地

＜寿都の局地的特性＞
南南東側からの⾵は地
形的な影響により強⾵
化する（寿都だし）

＜寿都の局地的特性＞
北側からの海⾵は地形
的な影響によって強⾵
化する
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かもえない
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おしゃまんべ
⻑万部

札幌

地図出典︓国⼟地理院ウェブサイト



3．参考資料（卓越⾵向） 5

⼩樽余市

倶知安

凡例
ー︓泊と類似性あり
ー︓泊と類似性なし
ー︓泊と⼀部類似性あり
➡︓発⽣頻度が最多である⽅位

※図中のCalmは静穏(⾵速0.5m/s
未満)を⽰している

寿都

泊発電所(C点) 泊発電所(Z点)

神恵内

共和

美国



3．参考資料
（泊発電所及び泊発電所近隣の気象観測所の最⼤⾵速及び観測時期） 6

[6条（⾃然）-別1-添付1-51]

第２表 泊発電所及び泊発電所近隣の気象観測所の歴代最⼤⾵速データ


